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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）に
引
き
続
き
７
月
か
ら

は
秋
の
拡
大
準
備
月
間
で
す
。身
近
な
新
入
職
者
や
税
金
申

告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組
合
未
加
入
者
を
、

ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

政
府
の
２
０
２
４

年
版「
こ
ど
も
白

書
」を
見
る
と
、こ

ど
も
や
若
者
を
取

り
巻
く
状
況
が
改
善
し
て
い

る
と
は
言
い
難
い
▼
こ
ど
も

の
相
対
的
貧
困
率
は
、低
下
傾

向
に
あ
る
と
は
い
え
11
・
５
％

で
、特
に
ひ
と
り
親
家
庭
で
は

44
・
５
％
と
高
い
。児
童
相
談
所

の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は

２
０
２
２
年
度
、過
去
最
多
の

21
万
９
１
７
０
件
。小
・
中
学
校

で
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
や
学

校
で
い
じ
め
の
重
大
事
態
発
生

件
数
も
２
０
２
２
年
度
に
過
去

最
多
と
な
っ
た
。２
０
２
２
年

は
約
８
０
０
人
も
の
10
～
19
歳

の
こ
ど
も
が
自
ら
命
を
絶
っ
た

▼
白
書
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
の

２
０
２
３
年
度「
我
が
国
と
諸

外
国
の
こ
ど
も
と
若
者
の
意
識

に
関
す
る
調
査
」も
紹
介
。「
自

分
自
身
に
満
足
し
て
い
る
」と

回
答
し
た
割
合
は
、日
本
は「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
」を
含
め
57
・

４
％
で
前
回
調
査
２
０
１
８
年

度
の
45
・
１
％
よ
り
改
善
し
た
。

だ
が
、他
の
４
ヵ
国
は「
満
足
」

回
答
が
い
ず
れ
も
７
割
超
で
あ

る
▼「
自
国
の
将
来
は
明
る
い
」

と
思
う
と
回
答
し
た
割
合
は
日

本
が
突
出
し
て
低
い
。「
明
る

い
」は
23
・
１
％
で
、「
暗
い
」は

61
・
１
％
。し
か
も「
明
る
い
」の

割
合
は
２
０
１
８
年
度
調
査
の

30
・
９
％
よ
り
下
が
っ
て
い
る
。

「
明
る
い
」の
回
答
割
合
は
ド
イ

ツ
が
61
・
８
％
で
最
も
高
く
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
61
・
１
％
、フ
ラ
ン

ス
55
・
３
％
と
続
く
。ア
メ
リ
カ

は
前
回
の
67
・
６
％
よ
り
大
幅

に
下
が
っ
た
が
49
・
２
％
だ
っ

た
▼「
自
国
の
将
来
は
暗
い
」と

思
う
若
者
が
約
６
割
。こ
れ
も

日
本
経
済
の「
失
わ
れ
た
30
年
」

の
帰
結
か
。

発
言
し
一
時
間
三
十
分
の
会

議
は
あ
っ
と
言
う
間
で
し

た
。

　

数
多
く
の
質
疑
や
要
望
の

中
で「
長
居
公
園
の
ト
イ
レ

は
汚
い
の
で
き
れ
い
に
し
て

ほ
し
い
」「
住
吉
区
内
の
踏

切
で
い
つ
も
渋
滞
す
る
所
が

あ
り
、何
と
か
し
て
ほ
し
い
」

等
の
要
望
に
は
私
も
頷
き
ま

し
た
。

　

帰
り
道
で
ふ
と
昔
の
大
建

労
の
に
ぎ
や
か
な
会
議
の
事

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

館
の
二
階
の
会
議
室
で
あ
る

政
党
主
催
の「
井
戸
端
会
議
」

が
開
催
さ
れ
、初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
議
は
定
員
五
十
人
程
の

部
屋
で
机
を
取
り
払
い
、イ

ス
の
み
に
し
て
も
数
も
不
足

し
て
お
り
、主
催
者
側
の
地

元
選
出
の
五
人
の
議
員
も
立

ち
っ
ぱ
な
し
の
状
態
の
中
で

始
ま
り
ま
し
た
。五
人
の
議

員
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務

の
中
の
活
動
報
告
を
さ
れ
て

か
ら
、自
由
討
議
と
な
り
参

加
者
が
次
々
に
手
を
挙
げ
て

【
住
吉
支
部　

小
森
国
弘
】　

　

六
月
中
の
暑
い
日
曜
日
の

午
後
二
時
か
ら
三
時
半
ま
で

で
、住
吉
区
役
所
横
の
図
書

ご協力いただける方は下のQRから

支部もしくはFAXでも可
06-6643-3000まで

そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
り
の

ま
ま
の
実
情
と
率
直
な
意
見
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
建
労
・
松
原
支
部
】

　

七
月
二
十
一
日（
日
）午
前

九
時
三
十
分
か
ら
、役
員
五

人
、本
部
書
記
一
人
の
参
加

で
松
原
市
内
を
二
班
に
分
か

れ
て
、組
合
員
宅
訪
問
を
実

行
。訪
問
数
二
十
四
件
に
対

し
て
、八
人
の
組
合
員
と
会

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

困
り
ご
と
相
談
や
組
合
メ

リ
ッ
ト
等
を
伝
え
世
話
焼
き

活
動
に
励
み
、十
一
時
三
十

分
ま
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

午
後
十
二
時
三
十
分
か

ら
、松
原
市
民
ふ
る
さ
と
ぴ

あ
プ
ラ
ザ
二
階
会
議
室
に
て

拡
大
学
習
会
を
開
催
。

　

ま
ず
、午
前
中
の
組
合
員

宅
訪
問
に
つ
い
て
の
総
括
が

あ
り
ま
し
た
。「
好
意
的
に

話
し
て
く
れ
た
」、「
非
常
に

暑
い
時
期
な
の
で
あ
ま
り
長

居
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
」等
の
意
見
の
後
、組
織
拡

大
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
項
目
別
に

そ
れ
ぞ
れ
が
音
読
。

　

続
い
て
、組
合
事
業
に
つ

い
て
認
識
を
深
め
る
た
め
の

学
習
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
に

お
題
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
建
国
保
と
大
建
労
の
関

係
を
述
べ
よ
」、「
適
用
除
外

制
度
」、「
元
請
け
労
災
と
一

人
親
方
労
災
の
違
い
」等
に

つ
い
て
皆
さ
ん
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
回
答
し
て
い
ま
し

た
。　
　

　

組
合
員
宅
訪
問
を
す
る
た

め
に
も
、組
合
事
業
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
る
こ
と
は
、

大
切
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
学

び
拡
大
行
動
に
繋
げ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

労
働
環
境
改
善
に
関
す
る
要

請
」を
行
い
、建
設
業
界
の
未

来
へ
の
後
押
し
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

　

時
折
激
し
い
雨
の
降
る
総

決
起
大
会
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た
仲

間
の
熱
気
で
会
場
は
大
変
盛

り
上
が
り
、定
番
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、熱
中
症
対
策
で

デ
モ
行
進
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、仲
間
の
意
識
と

団
結
が
図
れ
た
大
会
で
し

た
。

【
都
島
支
部　

髙
橋
雅
彦
】

　

七
月
十
二
日（
金
）「
全
建

総
連
・
中
央
総
決
起
大
会
」が

東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雨
の
降
る
中
、全
体
で
四

十
五
県
連
組
合
一
千
九
百
五

十
一
名
、大
建
労
か
ら
は
八

名
の
仲
間
が
会
場
を
訪
れ
、

物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら

し
を
守
れ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
各
省
庁
に
交
渉
団

が
要
請
交
渉
を
行
い
、厚
労

省
に
は「
医
療
費
の
助
成
」、

「
安
全
衛
生
」、「
担
い
手
確

保
と
育
成
」を
。ま
た
、国
交

省
に
は「
補
助
事
業
の
延
長
・

拡
充
」、「
技
能
者
の
賃
金
確

保
・
処
遇
改
善
」を
訴
え
て
い

ま
す
。

　

来
賓
と
し
て
各
政
党
の
代

表
者
も
訪
れ
、国
会
に
お
け

る
建
築
職
人
の
処
遇
改
善
な

ど
の
議
会
報
告
も
含
め
た
挨

拶
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
仲
間
の
意
思
と
し

て
各
政
党
に「
来
年
度
の
国

庫
補
助
の
予
算
・
建
設
業
の

全
建
総
連
中
央
総
決
起
大
会

雨
に
も
ま
け
ず

井
戸
端
会
議
っ
て

ど
ん
な
ん
や
ろ
？

拡大学習会の様子
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未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

２
０
２
４
・
８
・
16

成
年
後
見

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、昨
年
の
六
月
に
建
築

物
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
、

住
宅
を
含
め
た
全
て
の
建
築

物
が
二
〇
二
五
年
度
に
省
エ

ネ
基
準
へ
の
適
合
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

正
し
い
方
法
で
断
熱
施

工
、気
密
確
保
が
さ
れ
な
い

と
設
計
通
り
の
断
熱
性
能
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、国

交
省
が
大
工
技
能
者
に
正
し

い
断
熱
施
工
を
習
得
す
る
研

修
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な

り
、全
木
協
が
実
施
団
体
と

し
て
研
修
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。省
エ
ネ
基

準
の
適
合
義
務
化
へ
の
備
え

と
し
て
、大
工
技
能
者
に
床
・

壁
・
天
井
の
部
位
ご
と
の
断

熱
方
法
・
気
密
確
保
等
に
つ

い
て
講
師
の
指
導
の
も
と
、

正
し
い
施
工
を
習
得
、断
熱

施
工
に
か
か
わ
る
疑
問
や
不

安
を
解
消
す
る
目
的
で
今
年

度
も
大
建
労
と
Ｊ
Ｂ
Ｎ
大
阪

の
共
同
で
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

・
申
込
は
な
る
べ
く
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま

す
。

・�

お
問
い
合
わ
せ
は
大
建
労

本
部
・
匹
田
ま
で（
〇
六
・

六
六
三
二
・
二
八
七
五
）

断熱施工実技研修会
開催のお知らせ
＜住技対部発＞

申し込み
ＱＲコード

「
お
絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
」に
作
品
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い

　

九
月
八
日（
日
）九
時
か
ら

開
催
し
ま
す
。

　

足
場
を
安
全
に
使
用
し
、

労
働
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
労
働
安
全
衛
生
規
則
の

一
部
改
正
で
特
別
教
育
の
受

講
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日

以
降
、足
場
の
組
立
て
、解
体

ま
た
は
変
更
の
作
業
に
お
け

る
業
務（
地
上
ま
た
は
堅
固

な
床
上
に
お
け
る
補
助
作
業

の
業
務
を
除
く
）に
従
事
す

る
者
は
特
別
教
育
を
修
了
し

て
い
か
な
け
れ
ば
業
務
に
就

く
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

足
場
の
作
業
を
行
う
上
で

新
規
入
職
者
の
方
や
従
業
員
、

応
援
で
来
て
も
ら
う
職
人
に

は
必
須
の
資
格
と
な
り
ま
す

の
で
、是
非
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

・
定
員

　

三
十
六
名（
先
着
順
）

・
申
込
期
間

　

八
月
六
日（
火
）
～　
　

　

二
十
八
日（
水
）

・
講
習
時
間　

六
時
間

・�

お
問
い
合
わ
せ
は
大
建
労

本
部
・
匹
田
ま
で（
〇
六
・

六
六
三
二
・
二
八
七
五
）

足場の組立て等特別教育開催の
お知らせ
＜住技対部発＞

Ｑ　

母
親
が
近
く
に
住
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、必

要
な
際
に
は
、私
が
母
の

通
帳
を
預
か
っ
て
預
金
を

下
ろ
し
て
公
共
料
金
の
支

払
い
を
す
る
な
ど
、母
親

の
お
金
を
管
理
し
て
き
ま

し
た
。そ
れ
が
最
近
、母
親

の
認
知
症
が
進
行
し
、意

向
を
確
認
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

遠
方
に
弟
が
い
ま
す

が
、弟
と
は
折
り
合
い
が

悪
く
、あ
と
に
な
っ
て
使

い
込
ん
だ
な
ど
と
言
わ
れ

な
い
か
が
心
配
で
す
。ど

う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。

Ａ　

家
庭
裁
判
所
に
成
年

後
見
申
立
を
し
て
、成
年

後
見
人
を
選
任
し
て
も
ら

う
方
法
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

成
年
後
見
人
は
、本
人

に
代
わ
っ
て
、本
人
の
財

産
を
管
理
し
た
り
、生
活

し
て
い
く
上
で
必
要
な
契

約（
施
設
入
所
も
含
む
）を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
は
、家
庭

裁
判
所
の
監
督
の
も
と

で
、法
律
上
の
権
限
に
基

づ
き
財
産
を
管
理
・
処
分

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

「
勝
手
に
処
分
し
た
」と
非

難
さ
れ
る
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
、誰
を
成
年
後

見
人
に
選
任
す
る
か
は
家

庭
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、あ
な
た
が

自
ら
成
年
後
見
人
に
な
り

た
い
と
考
え
て
も
、弟
さ

ん
が
反
対
す
れ
ば
、通
常

は
第
三
者
の
専
門
家（
弁

護
士
な
ど
）が
選
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
点
に
注
意

が
必
要
で
す
。こ
の
場
合
、

あ
な
た
は
お
母
さ
ん
名
義

の
通
帳
等
を
成
年
後
見
人

に
引
き
渡
し
、成
年
後
見

人
に
協
力
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、専
門
家
が
成
年

後
見
人
に
な
っ
た
場
合
、

お
母
さ
ん
名
義
の
財
産
か

ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
青
年
部
発
】

　

毎
年
恒
例
の
ち
び
っ
子
お

絵
か
き
コ
ン
テ
ス
ト
。今
年

の
テ
ー
マ
は「
た
か
ら
も
の
」。

　

青
年
部
会
で
選
考
し
、各

賞
ご
と
に
賞
品
を
贈
呈
し
ま

す
。お
子
さ
ん
、お
孫
さ
ん
が

い
る
組
合
員
さ
ん
は
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

●
テ
ー
マ　

た
か
ら
も
の

●�

参
加
対
象　

組
合
員
の
お

子
さ
ん
、お
孫
さ
ん（
小

学
生
以
下
）

●�

用
紙　

ハ
ガ
キ
～
Ａ
４
サ

イ
ズ
く
ら
い
ま
で

●�

表
彰　

最
優
秀
賞
一
点
、

優
秀
賞
五
点
、青
年
部
長

賞
一
点
。

●
賞
品（
ク
オ
カ
ー
ド
）

　

�

最
優
秀
賞（
五
千
円
）、優

秀
賞（
三
千
円
）、青
年
部

長
賞（
四
千
円
）、参
加
賞

（
五
百
円
）を
贈
呈
。

●�

応
募
開
始　

七
月
十
六
日

（
火
）

●�

応
募
締
切　

十
月
十
八
日

（
金
）本
部
必
着

※�

作
品
の
裏
側
に「
学
年
」、

「
年
齢
」、「
支
部
」、「
組

合
員
と
お
子
さ
ん
、お
孫

さ
ん
の
氏
名
」を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

一
人
一
作
品
に
限
ら
れ
ま

す
。

※�

応
募
作
品
の
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

●�

宛
先 

〒
五
五
六
ー
〇
〇

一
五　

大
阪
市
浪
速
区

敷
津
西
二
ー
七
ー
十
七

　

大
阪
建
設
労
働
組
合　
　

　

青
年
部

まずは資料請求! 裏面のFAX用紙、または お電話で

2024.04

〇 国民年金基金は、国民年金（老齢基礎年金）に上乗せして受給できる公的な年金制度です。
〇 国民年金保険料を納付されている方が対象です。
〇 大阪建設労働組合の会員以外のかたもご加入いただけます。ぜひご紹介ください。

税制のメリットを生かし 老齢基礎年金の上乗せを
所得税・住民税を軽減できます

大阪建設労働組合

5つのメリット

1 終身年金が基本
・65歳から生涯受け取る終身年金（A型・B型）が基本ですので、長い老後の生活に備える
ことができます。

国民年金基金には、メリットいろいろ。公的な個人年金ならではのメリットもあります。

2 年金額が確定、掛金額も一定
・掛金の支払いにより、将来受け取る年金額が確定します。
・加入時の掛金額は払込期間終了まで変わりません。（途中で口数を変更しない場合）

3 税制上の優遇
・掛金は全額社会保険料控除の対象となり、確定申告で所得税・住民税が軽減されます。
・受け取る年金は公的年金等控除の対象となります。
・遺族一時金は全額非課税です。※2024年1月現在

4 万が一のときは家族に一時金
・万が一早期に亡くなったとき、家族に遺族一時金が支給されますので掛け捨てになりません。
（B型を除く）

5 自由なプラン設計
・ライフプランに合わせ、年金額や受取期間を設計できます。
・加入後も年金・掛金の額を口数単位で増減できます。
・掛金を年度分前納すると、割引があります。

小規模企業共済の
所得控除を受けていても
さらに節税が可能です！

(
)

国民年金基金に関する資料請求

【 FAX番号 06-6643-5307 】大阪建設労働組合 あて

大阪建設労働組合
〒556-0015 大阪市浪速区敷津西２丁目7番17号

TEL 06-6632-2875 (代表)
受付時間 9:00～17:00 (土日祝祭日を除く)  

※全国国民年金基金より資料などが上記住所へ送付されます。
※全国国民年金基金または全国国民年金基金から委託を受けた者から国民年金基金に関する情報提供や勧奨が行われる場合があります。
※個人情報は厳正な管理の下、国民年金基金に関する情報提供や加入勧奨の目的以外に利用することはありません。


